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ン教授は，綱引きを 8 人で引く際に，1 人の力を 100%
とした場合，集団作業時の 1 人当たりの力の量は，2 人
の場合 93%，3 人の場合 85%，4 人 77%，5 人 70%，6
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感謝申し上げたい。 
 
資料① 山口県柳井市立A 小学校第 5 学年 
１) 日時：2014 年 6 月 11 日，12 日(1 泊 2 日) 


























































資料② 山口県柳井市立Ｂ小学校第 5 学年 
１) 日時：2014 年 9 月 26 日，27 日(1 泊 2 日) 






















































































資料③ 山口県岩国市立Ⅽ小学校第 5 学年 
１) 日時：2014 年 10 月 1 日，2 日(1 泊 2 日) 
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・先生に言われてことを忘れずにもっと頑張りたい。 
・また会ったときは元気な声であいさつします。 
・良い思い出になった。 
・いろんなことに挑戦して，たくさん助けていた
だいた。 
